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1.要旨 

私達は母校である仙台三高の所有する人工林の”時習の森”の経済的価値を調べ、維持費と比較するこ

とで人工林の整備の必要性を示す。本研究では代替法という手法で算出していく。用いた項目は洪水防

止機能、土砂崩壊防止機能、土砂流出防止機能の 3つとした。結果として維持費は 1,000,000円/年で

あるのに対し、洪水防止機能は 2,230,000円/年、土砂崩壊防止機能 515,000円/年、土砂流出防止機

能は 1,660,000円/年となり、合計は 4,560,000円/年となり維持費の 1,000,000円/年と比べて高くなっ

た。これより森林の維持の有効性を示せた。 

 

           

2 序論 

近年の日本において人工林の問題が浮上して

いる。戦後建材確保のために多くの木々が植え

られてきたが、現在では外国産の安価な建材が

流通し、その価値が落ちている。そのため多く

の人工林では建材としての価値が薄い木々を

整備する意味を失い、放置されている現状があ

る。このまま放置が進むと植生は荒れ、土砂崩

壊のリスクが上がるなどの様々な問題が起こると

予想されており、すでに問題が起こっている地

域もある。そこで我々は母校である宮城県仙台

第三高等学校の所有する人工林である「時習

の森」(図 1)と、経済学の手法である「代替法」に

目をつけた。時習の森では毎年業者に整備を

依頼して、健康な人工林を保っている。そしてこ

の時習の森がもつ様々な要素を代替法により多

角的に評価し、整備されている人工林としての

モデルとし、人工林整備の重要性を訴えたい。 

 

3.方法 

前述の通り、代替法を使って時習の森の価値を

算出する。代替法とは、森林の持つ直接的な経

済的価値(木材の値段など)ではなく、間接的な

経済的価値(保水機能など)の金額を示すもの

である。例えば、森林がある土地(以下有林地)

は、森林がなく、表面の土 

 

が剥き出しになっている土地(以下無林地)よりも

保水性があり、洪水を防ぎやすくなっている。よ

って森林をこの機能を有する施設(今回の場合

は治水ダム)の建設費や維持費と同じ価値を有

すると考える。本実験では 4つの評価項目を設

定し、これらにおいて代替法を用いて経済的価

値を評価していく。 

 

評価項目 1）2）7）は以下の通りに設定する 

1).洪水防止機能 4） 

 …前述の通り森林の保水性を治水ダムに 代

替して考える 

2).土砂崩壊防止機能 

 …有林地は無林地に比べて降水時に土砂 

崩れになりにくい。よって有林地の土砂 災害

により発生する工事費をなくすこと ができると

考える。 

3).土砂流出防止機能 3） 

 …日常的な小さな降水量の雨により表面 の

土砂は日常的に流れ出るが、有林地は 無林

地に比べて流出しにくい。よって土 砂を防ぐ砂

防ダムに代替して考える 

4). 二酸化炭素吸収機能⁵⁾⁶⁾⁸⁾ 

 …木々が二酸化炭素を吸収して酸素を放出

することで空気の組成割合を保つ機能。(本研

究においては代替するものが決まらなかった。) 

 

また、森林の機能の中には、確かに森林の機能

として存在はするものの、代替法によって評価

することが難しく、評価を断念したものがあるの

で記しておく 

 



1),鳥獣保護機能 

 …森林が野生生物に住処や食料を提供す 

る機能。しかし、代替先が不明瞭である 点、自

習の森単体で野生生物は生息でき なく不適で

ある点を考慮して本研究では 扱わないものと

する 

2),化石燃料代替機能 

 …建築物の木材が他の材料に変わったと き

に排出される CO₂を評価する。ただ  し、時習

の森の木々は材木として家の建 材に使われた

例はないため、本研究では 扱わないものとす

る 

3),酸素供給機能 

 …森林の木々が光合成時に酸素を放出  

し、大気の元素構成を一定に保つ機能。 しか

し、算出方法、代替先がともに不鮮 明なため、

本研究では扱わないものとす る 

4),水質浄化機能 

 …森林のある土壌において、様々な要因 に

より雨水からある程度の不純物を取り 除く機

能。しかし、算出方法、代替先と もに不明瞭で

あるため、本研究では扱わ ないものとする 

 

4.結果 

1),洪水防止機能 

 合理式という洪水のピーク流量を推算する式

を使用した(図 2)。この流量を抑える程度の治水

ダムと同じ程度の機能を有すると考えるため、こ

の式の Qに治水ダムの建設費用をかける。結

果として 2,230,000円/年となった。 

2),土砂崩壊防止機能 

 先行研究により有林地と無林地では、崩壊面

積に 1km²あたり 1.15haの差があることがわかっ

たので、これに時習の森の面積をかけて、崩壊

防止面積を求める(図 3)。結果として 515,000

円/年となった。 

3),土砂流出防止機能 

 先行研究により、地質により決定する有林地と

無林地によって異なる侵食の深さを利用し、流

出防止土砂量を算出し、それに砂防ダムの建

設費をかける(図 4)。結果として 1,660,000円/

年となった 

 

 また、森林の維持費については、実際にかか

る費用から 1,000,000円/年とする 

 

5.考察、結論 

 3つの項目の合計額は 4,650,000円/年とな

り、森林の維持費より高くなった(図 5)。このこと

から、時習の森においては維持費をかけてでも

整備をしたほうが良いと考えられる。 
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図 1,時習の森の様子  
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図 2,合理式 

 

 
図 3,土砂崩壊防止機能 

 

 
図 4,土砂流出防止機能計算式 

 

 
図 5,時習の森の経済的価値と維持費の差 


